
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

                                           

                                               

                                               

         

    

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                                                                                                                                                                                                            

  2022年 10月号 

大磯高校 保健室 

   

10・１１月の保健行事 

スクールカウンセラー来校日 

 10月１８日（火） 11月 15日（火） 

11月 2９日（火） 

※希望する人は早めに申し込んでください。 

 

10 月１０日は目の愛護デー 

4月に身体計測を行いましたが、かなりの生徒が 0.7以下 

の視力でした。（0.7は教室の一番後ろから黒板が見える視

力） 

近視は遺伝的要素が強いと言われていますが、近いところ

（30㎝未満）を長時間見る作業（30分以上）を継続する

こと、屋外活動が少ないことが原因で近視が発症しやすい 

と言われています。「近視になったらメガネを使えばいい

や・・」とあまり真剣に心配をしない人が多いようですが、

将来、放置すると失明することにつながる『緑内障』や『網

膜剥離』を起こしやすくなります。近視でない人と比べる

と数倍程度発症しやすくなります。目を大事にするために、

少なくても 30㎝以上離して、30 分に一度は遠くを見て目

を休ませるようにしましょう。また、目に負担がかからな

いように、明るいところで作業をすることが大切です。 

保健だより 

10月 
 厳しい残暑もようやく峠を越えましたが、それと同時に朝晩の気温の差で風邪をひく人が増えてきている

ようです。その日、その時の気温の差は衣服でこまめに調節をしましょう。 

「心臓振盪」て何だろう？    

スポーツで汗をかくのが気持ちのいい季節になりましたが、皆さんは「心臓振盪」という言葉を聞いたこと

がありますか？「脳震盪」なら聞いたことがあるかもしれないけど・・。実は球技を 

する人に関係があり、死亡率 約 50％という非常に危険な状態です。 

１）好発年齢と性別：4才～18才までで、平均年齢 15才、95％が男子 

２）起こりやすい場面：野球のボールが胸に当たることが多い、次にソフトボール 

３）どうなるか：ボールが胸に当たることにより、胸郭がへこみ心臓を圧迫して心室 

  細動を起こします。ボールの速さは 64㎞/時以上なら心臓振盪を起こします。 

  胸郭を骨折すれば心臓振盪にはなりません。骨が柔らかく変形しやすい成長期 

の人に起こります。 

４）処置方法：呼びかけに応じなければ、周りの人にAEDと１１９番通報をしても 

  らいます。AEDが来るまでは人工呼吸と胸骨圧迫を繰り返して、AEDを使用します。みんなが胸骨圧 

迫とAEDの使用ができることが大事です。 

 

補球ミスをして「ごめん、

ごめん」という動作をしつ

つ倒れるのが典型例です。 

スポーツ振興センターについて 

夏休み中の部活動などのケガで受診をし

た場合はスポーツ振興センターの対象に

なるので、早めに担当者のところに行って

ください。1年以上たってから申請をしに

来る人がいますが、時効があるため申請が

できなくなることがあります。特に 3 年

生は卒業年度なので早めに申請をしてく

ださい。（担当者：澤） 

 

全国的に「梅毒」が流行しています 

2015年あたりから梅毒の感染者が増えてきていますが、2021年は特に感染者の数が急激に増えました。 

「梅毒」は性感染症の一つで、放置しても治ることがなく何年もかかって進行していきます。初めは 3週間

位で感染した場所にできものやしこりなどができます。治療をしなくても自然に症状が消えます。その後 1

～3か月後に手のひらや足の裏、全身に発疹などができますが、数週間～数か月で自然に症状が消えます。 

その後、症状がないまま何年も経過することがありますが、その間も皮膚や内臓で病気が進行していきます。 

神奈川県では、指定された日にHIVと一緒に匿名で検査ができる保健所などがあります。 


